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イスラエルは死ぬ日が近づいたとき、息子のヨセフを呼び寄せて言った。「もしお前が

私の願いを聞いてくれるなら、どうか私の腿の下に手を入れて誓い、慈しみとまことをも

って行ってほしい。私をエジプトに葬ることはせず、私が先祖たちと共に眠りに就くとき

には、私をエジプトから運び出し、先祖たちの墓に葬ってほしいのだ。」(創世記 47 章 29

節～30 節 a)  「そこで今、私がエジプトにいるお前のところに来る前に、エジプトの地

で生まれたお前の二人の息子を私の子としたいのだ。エフライムとマナセは、ルベンやシ

メオンと同じように、私の子どもとなる。」(創世記 48 章 5 節) 

 

イスラエル（ヤコブ）はゴシェンの地に住み、一族の者たちは子を産み、数を増し、財

を蓄えた。ヤコブは 130 歳の時エジプトに来て、17 年間生きた。死ぬ日が近づいた時、ヨ

セフを呼び寄せ、願い事をした。「もしお前が私の願いを聞いてくれるなら、どうか私の腿

の下に手を入れて誓い、慈しみとまことをもって行ってほしい。私をエジプトに葬ること

はせず、私が先祖たちと共に眠りに就くときには、私をエジプトから運び出し、先祖たち

の墓に葬ってほしいのだ。」神の民の徴の割礼を受けた聖なる性器に触れさせ、私が死んだ

時には、亡骸をエジプトに納めず、先祖アブラハム、イサクの墓に葬ってほしいと願って

いる。ヨセフは、「お言葉とおりにいたします」と答えると、「では、私に誓いなさい」と

誓わせた。ヤコブは、寝台の枕元でひれ伏し、神に感謝した。彼はイスラエル人らしく、

先祖と繋がっていたかったのである。この誓いがなされた後、ヨセフに、「お父上がご病気

です」との知らせがあったので、二人の息子マナセとエフライムを連れて、父を見舞った。

ヤコブに、「ご子息のヨセフがお見えになりました」と告げると、ヤコブは力を振り絞って、

寝台の上に座り、ヨセフに言った。「全能の神がカナンの地、ルズで私に現れ、祝福して言

われた。『私はあなたを子孫に恵まれる者とし、子孫を増やして、多くの民の集まりとする。

また、この地をあなたに続く子孫にとこしえの所有地として与える。』」祖父アブラハム、

父イサクに告げられた同じ神の祝福の言葉を自分も聞いたと、彼の信仰の核心を告げた。

この言葉が族長たち、また、イスラエル人を支えた言葉であったからである。 

そして、ヤコブはヨセフに二つ目の願いを求めた。「そこで今、私がエジプトにいるお前

のところに来る前に、エジプトの地で生まれたお前の二人の息子を私の子としたいのだ。

エフライムとマナセは、ルベンやシメオンと同じように、私の子どもとなる。」イスラエル

はエジプトで生まれたヨセフの二人の子を、自分の息子たちと同じように、自分の子ども

としたいという願いである。ヤコブは二人の妻と二人の召し使いによって、12 人の男児を

もうけている。この子どもたちから、イスラエル 12 部族が形成された。ヨセフがエジプト

を治める者になったため、ヨセフの代わりにエフライムとマナセを加えた。すると 13 部族

となるが、レビ族はイスラエルの祭儀を担う民族となり、嗣業の土地をもたない。土地を

嗣業として受け取った 12 部族が、イスラエル 12 部族と言われるようになった。エフライ

ムとマナセをヤコブの子どもと認知することによって、12 部族が成立する訳である。 

ヤコブはヨセフに、二人の孫を自分の子どもにした後、もうけた子どもはヨセフのもの

としてよいと言っている。また、ヤコブが愛した妻、ヨセフの実母ラケルがエフラタで死

んで、ベツレヘムに向かう道のそばに葬ったと、彼女との死別を述懐している。ラケルの

死はヤコブにとって、心に深い悲しみを刻んだ出来事であった。 


